
【あおぞら】 2月3日は「節分の日のつどい」でした。「鬼が来る」と聞くと「怖い」と感じるお子さんは多いですが、

「ただ怖かった」という思い出だけで終わって欲しくはないと思い、企画をしました。事前に「鬼とはどういう存在か」、

「豆まきをする意味」についてお話しし、“理由を知った上で勇気を出してチャレンジする”行事となることを目指しま

した。

行事の前の週から「的当て」の活動をしたり、園庭を通り過ぎる鬼をチラッと見たりしながら

当日を迎えました。中には「的当て」の自主練を行う子もいて、微笑ましく感じました。

そうして迎えた「節分の日のつどい」当日。鬼の登場にびっくりする子はいましたが、勇気を

出して豆を模したボールを投げたり、手で持って当てたりする姿が見られました。豆を投げられ

た子、少し怖かったけど部屋から出ずに頑張った子、部屋の外の小窓から覗いた子と、形は違

えど、それぞれの“チャレンジ”を頑張っていたように思います。 （花房）

【きらきら】 今年もきらきらに鬼がやってきました。今年度から利用を始めたお子様が多いクラスでは、鬼が出てくる

絵本を見たり「鬼のパンツ」の歌を歌ったりして、まずは鬼に親しむところからスタートしました。昨年度も節分を経験

した事があるクラスでは、紙芝居で“節分”のイメージを膨らませたあと、新聞紙で豆作りを行いました。大きな豆や

小さな豆を思い思いに作り、「おにはそと！」と鬼のパネルに豆まきを楽しみました。また、お子様の様子に合わせて

鬼の製作にも取り組みました。

節分は、お子様にとって少しドキドキする行事でもあります。本物の鬼の登場では、

涙を流したり、保護者の背中に隠れたりする姿も見られましたが、保護者の方と一緒

に豆を投げ、鬼が去る所をしっかりと見る経験をすることで、“節分”という行事に触

れることができたと感じます。経験を重ねるにつれて行事を知り、どうすれば鬼がいな

くなるのか等の理解も深まってくると思います。今後も、クラスの様子を見ながらお子

様が様々な経験ができる行事を考えていきたいと思います。 （北野）
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園長のワンポイント ～ 春に臨む子どもの気持ち ～

東二見サザンカ公園へお散歩に行きました。子どもは風の子、元気な子とはよく聞くもので寒さ

知らずに元気よく遊ぶ姿が見られました。寒さに負けず丈夫な身体も作っていきたいですね。

公園では、大好きなすべり台やシャボン玉で遊びました。すべり台では、順番を待つこと、座って

滑ることを理解して取り組むことができています。シャボン玉を自分たちで作って追いかけての繰

り返しを楽しむ様子も見られました。公園内を思う存分走って、気持ちが良かったのかお部屋に戻

ってくるとみんな机に向かって集中して指先を使った遊びに取り組む姿が見られました。

お散歩は今後も天候や子どもたちの体調を見ながらにはなりますが実施していきたいと思います。 （水田）

節分行事を通して ～ お子様に合わせて行事を伝えていく ～

お散歩に行ってきました ～ 子どもは風の子、元気な子 ～

 毎年、保護者会より園で使用するものを寄贈していただきます。今年度も

お話しをいただき、『はらぺこあおむし』の大型絵本を寄贈していただきました。

はらぺこあおむしは大人気で長年あおぞら園・きらきらのお子様と楽しんでき

た絵本の１つです。新しい大型絵本でまたお子様たちとお話しを楽しんでいた

いと思います。

毎年保護者会より様々なものを寄贈していただき、お子様たちが楽しく過

ごせる環境になっております。大切に使わせていただきます。 （主任・泉川）

あおぞら・ゆりかごセミナーのご報告

今年度２回目のサポートノート講座を開催しました

2月21日（土）の午後、ふれあいプラザ1階多目的室にて令和7年度あおぞら・ゆりかごセミナーを「こどもの安

心・安全な環境を考える ～家庭・学校での取り組みの実践を通じて～」と題して開催いたしました。基調講演では

高知大学の宮田賢吾先生にご講演いただきました。さらに長年子育てを経験された保護者様として、森本俊輔様

（民間会社勤務）、久世恭子様（放課後等デイサービス「なないろの家」運営）のお

二人にお話をしていただきました。

教師も保護者もお互いに子育てのパートナーであり、お互いに信頼しあいながら

密に連携していくことの重要性、さらに支援者に頼ることが親元を離れた子どもの自

立に繋がったり、保護者自身の生活も豊かしていくことになる、などのお話が参考に

なりました。（園長・若林）

春の訪れは私たちに様々な感情の変化をもたらします。特に社会生活を営んでいる私たちにとっては仕事や生

活の環境が大きく変わる時期となり期待と不安が高まります。当然、子ども達にとっても園所や学校などで大きな

変化を強いられることになります。新しい環境や慣れないことに取り組む事が苦手な子にとっては不安が増して辛

い時期になります。

ヒトは記憶や思考など認知発達に応じて不安対象が変化していきます。生後まもなくは快・不快といった生理的

な違いしか分かりませんが、生後半年を過ぎると人見知りや親との分離不安が始まり、怖い人や動物など身近な

恐怖感から、次第に死や将来に対する漠然とした不安感を抱くように発達していきます。こうした不安や恐怖を抱く

ことは動物がもつ本能的な脳（扁桃体）の防御機能によるもので、生存戦略の重要な働きと言えます。

しかし過度な不安や恐怖は心身の不調をきたしたり、強いトラウマをもたらすこともありま

す。特に幼少期しかも特性の強い子の場合は、理性的な判断のできる脳（前頭葉）が十分

に発達していないため、本能的な脳が強く働きやすく、より強いストレスに晒されることになり

ます。

不安感の強い子どもに対しては、大人が身体的な接触もしながら十分に寄り添うことで

幸せな気分になる脳内ホルモン（オキシトシン）が分泌されます。また春の陽を受けて外出

することでストレス緩和に関与する脳内ホルモン（セロトニン）も分泌されます。季節に関係

なく外出の機会は必要ですが、特に環境が大きく変わる春にはストレス緩和を目的にお出

かけする機会をもちたいです。

7月に1回目の講座を行いましたが、今回は4月からの新生活に向けて今のお子さまの姿を思い返しながら、実

際に使うためのサポートノート作りを行っていただきました。いつもながら皆さまお忙しいなか、解説動画の視聴や

宿題もきちんとしてくださっていて、講座では順調に記入を進めていかれていました。

書いていただいたノートをグループで回し読みした後は、他の方の書いたものを参考にして熱心に「かけはし」に

清書をされたり、一方では便利グッズの情報交換をされていた方もおられて、皆さまそれぞれに有意義な時間を過

ごされたようでした。

アンケートでは、多くの方が役に立ったと答えてくださって、特に他の方の書かれ

たものを読んだことが参考になったと答えておられる方が多かったです。 「かけは

し」は明石市が発行している支援が必要な方のためのツールです。高校生まで活

用できますので、ぜひ皆さまご活用いただけたらと思います。 （副施設長・吉川）
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